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VBA学 習 シ ス テ ム の試 作

田 中 敬 一・

1.は じ め に

近 年 のIT化 の 進 展 に よ り,企 業 内 部 の 業 務 に多 くの コ ン ピ ュー タが 利 用 され て い る。

この よ うな 時 代 背 景 の 中 で の人 材 と して は,ITを 活 用 で き る ビ ジネ ス スキ ル が 要 求 さ れ

る。 そ の一 つ と して は,パ ソ コ ンを使 った オ フ ィス系 ア プ リケ ー シ ョ ン ソフ トを 自由 自在

に使 い こな す能 力 が挙 げ られ る。 基 本 的 な操 作 を体 系 的 に学 習 す る こ とで ア プ リケ ー シ ョ

ン ソ フ トの知 識 を得 る こ とが で き る が,そ れ だ け の能 力 で は 自由 自在 に使 い こなす とは言

い難 い。 如 何 に す れ ば効 率 的 な処 理 を お こな う こ とが で き る か を判 断 で き る人 材 こそ が高

度IT人 材 の育 成 と して必 要 と考 え て い る。

そ こで,本 学 経 済 学 部 で は こ れ らの 能 力 を養 うた め に 資 格 試 験 を取 り入 れ たIT教 育

を実 施 して き た。 この 資格 試 験 で は あ る程 度 の成 果 を得 た が,さ らな る ス キ ル ア ップ の た

め に は プ ロ グ ラ ミ ング 言 語 の 学 習 が 必 須 と考 え て い る。 そ の た めExcelVBA(Visual

BasicforApplications)の 学 習 を 検 討 して い る が,非 常 に ハ ー ドル の 高 い もの と な って

い る。

本 論 はExcelVBAを 学 習 す る た め の学 習 教 材 を 作 成 し,コ ン ピ ュ ー タ に よ る 自動 採 点

シス テ ム を構 築 した もの で あ る。

2.コ ン ピ ュ ー タ リ テ ラ シ ー 教 育 の 取 り 組 み と そ の 効 果

平 成15年 度 の学 習 指 導 要 領 の変 更 に よ り,高 等 学 校 で の必 修 教 科 「情 報 」 が誕 生 した。

この科 目は,情 報A,情 報B,情 報Cの3種 類 が あ り,情 報Aで は 「情 報 活 用 能 力 の実 践

力 」,情 報Bで は 「情 報 の科 学 的 な理 解 」,情 報Cで は 「情 報 化 社 会 へ 参 画 す る態 度 の育 成 」

を 目標 に して い る(1)。この3種 類 の科 目の う ち,情 報Aを 必 履 修 科 目 と して 選 択 した高 等

学 校 は全 国 で83.8%{2)で あ り,大 多 数 の高 等 学 校 で は コ ン ピュ ー タ を利 用 した授 業 を お こ

な った こ とに な る。 この よ うな学 生 た ち が平 成18年 よ り大学 へ 入 学 して きた こ とに と もな っ
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て,本 学 経 済 学 部 は コ ン ピ ュー タ リテ ラ シー教 育 の見 直 しを お こな った。 そ の一 つ の施 策

と してMicrosoftOfficeSpecialistの 資 格 試 験 の受 験 機 会 を 学 内 施 設 で 導 入 した。 こ の

試 験 はWordやExcel等 のMicrosoftOffice系 の ア ブ゚ リケ ー シ ョ ンソ フ トを使 って,

実 際 にパ ソ コ ンの操 作 を行 い,要 求 さ れ た処 理 が実 施 で き る か ど うか を 問 わ れ る もの で あ

る。 各 ア プ リケ ー シ ョ ン ソフ トの一 連 の作 業 が確 実 に お こな え る か ど うか が判 定 さ れ る資

格 試 験 で あ る。 表1に は 平 成18年 度 か ら 実 施 した 経 済 学 部 で のMicrosoftOffice

Specialist試 験 の 実 施 状 況 を 示 して い る。 年 に2回,8月 と2月 に学 内試 験 を実 施 して い

る が,1学 年 定 員600名 の 経 済 学 部 で 平 均400名 超 の 申込 者 が あ り合 格 率 も8割 台 を確 保 し

て い る。

この よ うに平 成18年 度 の コ ン ピ ュー タ リテ ラ シー教 育 の改 編 で資 格 試 験 の受 験 機 会 を与

え た こ とに よ り,あ る程 度 の成 果 を得 る こ とが で き た が,あ くま で各 ア プ リケ ー シ ョ ン ソ

フ トの 操作 を評 価 す る試 験 で あ る ため,効 率 的 な処 理 を お こな う こ とが で き るま で には 至 っ

て い な い。 次 の ス テ ップ と して は各 ア プ リケ ー シ ョ ンを駆 使 して,如 何 にす れ ば効 率 的 な

処 理 が実 行 で き る か に つ い て判 断 で き る能 力 が必 要 と考 え られ る。 そ こで,定 型 業 務 を効

率 的 に処 理 す るた め に は プ ロ グ ラ ミ ング の知 識 が 必 須 と考 え,Office系 ア プ リケ ー シ ョ

ンを プ ロ グ ラ ミン グ化 で き る言 語 で あ るVBAに 学 習 の焦 点 を 当 て る こ とに した 。 しか

しな が ら,文 系 学 部 に と って の プ ログ ラ ミング の学 習 は過 去 の経 験 か ら非 常 に高 いハ ー ド

ル と考 え て い る。 そ の た め,VBAの 基 礎 か ら体 系 的 に 学 習 す る こ とが で き るVBAエ

キ スパ ー ト試 験 を カ リキ ュラ ム に導 入 した。 この試 験 はExcelやAccess等 のMicrosoft

Office系 の ア プ リケ ー シ ョン ソ フ トのVBAを 出 題 の 対 象 と して い る。 出 題 方 法 と して

は,MicrosoftOfficeSpecialist試 験 と 同様 に コ ン ピ ュー タ を使 った 試 験 で あ り,制 限

時 間 内 に解 答 す る こ とで 即 座 に結 果 が 表 示 され る もの で あ る。 しか し,MicrosoftOffice

Specialist試 験 の よ うな 各 ア プ リケ ー シ ョ ンソ フ トを実 際 に操 作 す る 問題 で は な く,イ ン

タ ー ネ ッ トエ クス プ ロー ラ の ブ ラ ウ ザ画 面 で チ ェ ック ボ タ ンを ク リ ックす る こ とで解 答 を

選 択 す る形 式 の 問 題 で あ る。 もち ろ ん,VBAに 関 す る出 題 で あ るの でVBA文 法 を学

表1MicrosoftOfficeSpecialistの 実施状 況

申込 受験 合格 不合格 欠席 合格率

H18.8.2-3133513201287133115189.7

H19.2.15-16147214501380170122184.4

H19.8.2-3144114221366156119186.7

H20.2.15-16144414241368156120186.8
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習 す る必 要 が あ り,そ の た め に はExcel等 の ア プ リケ ー シ ョ ンソ フ トを利 用 した学 習 が

非 常 に重 要 とな るが,資 格 試 験 取 得 の た め に は 必 ず し もVBAの 操 作 が重 要 と は な らな

い。 平 成19年 度 に は このExcelVBAを 学 習 す る 「コ ン ピ ュー タ特 修 実 習II」 を担 当 した

結 果,や は りVBAエ キ スパ ー ト試 験 に お い て も ア プ リケ ー シ ョ ンソ フ トを 実 際 に操 作

す る 問題 が あ った 方 が,学 習 効 果 が 上 が る と判 断 した。 そ こで,VBAを 学 習 す る た め の

学 習 教 材 を作 成 して コ ン ピ ュー タ に よ る 自動 採 点 シス テ ム を試 作 して み る こ とに した。 表

2は 上 記 で説 明 した資 格 試 験 と今 回試 作 した シス テ ム との対 比 表 で あ る。

表2各 試験 システムとの比較

Micro・・f・・fficeSpeci・li・tVBAエ キスパー ト 齢 舗 謄 瓢

パ ソコ ンの利用 ○ ○ ○

害 言 ζ士 禦 す るExcelIE(1・tern・tE・ ・1・rer)Excel

IEに よ る選択問題Excelお よびVBEの解答方法E
xcelの 操作(E

xcelの 操作 はな し)操 作

VBAお よびVBEのVBAお よびVBEの出題 内容E
xcelの 基本操作 操作

,文 法 操作,文 法

3.シ ス テ ム の 概 要

今 回 開 発 し た シ ス テ ム は,ExcelVBAを 学 習 す る に あ た り,MicrosoftOffice

Specialist試 験 同様 にExcelア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ トを実 際 に 操 作 して,目 的 の 処 理 を

VBAで 作 成 で き たか ど うか を コ ン ピ ュー タ に よ って 自動 的 に採 点 す る もの で あ る。 開発

環 境 はMicrosoftVisualStudio2005で,開 発 言 語 はMicrosoftVisualBasic2005を

使 用 した。

図1は シス テ ム の各 表 示 画 面 を示 して い る。 プ ログ ラ ム が起 動 す る と 「1.起 動 画 面 」

が 表 示 され,「 開 始 」 ボ タ ン を ク リ ッ クす る と 「2.VBA模 擬 問 題 」 が表 示 され る。 こ

の段 階 で制 限 時 間10分 間 の タ イ マ ー が ス タ ー トして制 限 時 間 内 に解 答 を終 え な い場 合 は模

擬 問 題 が 終 了 す る。 問 題1か ら解 答 を 始 め てVBE(VisualBasicEditor)に プ ロ グ ラ

ム を記 述 す る こ とに な る。 今 回 の 問 題 で は 「ボ タ ン1」 に 「macro1」 の マ ク ロ実 行 が設

定 され て お り,解 答 者 は標 準 モ ジ ュ ー ル の 「macro1」 にVBAプ ロ グ ラ ム を 作 成 す る

こ とに な る。 プ ロ グ ラム の 解 答 が 完 了 す る と 「2.VBA模 擬 問 題 」 の 「次 へ 」 ボ タ ンを

ク リ ッ クす る と 「3.正 誤 画 面 」 が 表 示 さ れ る。 続 い て 問 題2に と りか か り,同 様 に
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図1シ ステム表示画面

VBAプ ログラムの作成をおこなう。問題3,問 題4と 順に解答 していき,問 題5の 解答

が終了すると,「4.VBA模 擬問題採点結果」が表示される。 この画面には各問題の正

誤 と得点および解答にかかった経過時間が表示される。

サンプルで作成 した模擬問題は表3の とお りである。今回のサンプルはVBE上 に直

接プログラムを書いてい くことで解答が可能であり,ま た,「 マクロの記録」機能を使 っ

た場合でも編集することで解答可能な問題である。サンプルの問題1は 範囲設定をおこな

う問題であり,標 準モジュールに表4の ようなVBAプ ログラムを作成す るか,【 ツー

ル→マクロ→新 しいマクロの記録】から 「マクロの記録」機能を使 うことでも解答できる

タイプの問題となる。「マクロの記録」機能によって解答できるタイプの問題は,あ まり

VBA知 識がな くても解答できるため,本 格的なVBAの 学習には適さない。 さらに進

めたVBAの 学習には 「マクロの記録」機能を使えない出題が必要 となり問題形式とし

て次のようなものが考えられる。

(1)あ らか じめ作成されたVBAプ ログラムに対 してプロパティ等の値を修正要求す

る問題。

(2)あ らかじめ作成されたVBAプ ログラムに対 して一部空欄を設けた問題。

(3)ス テー トメントを使わなければできない高度なプログラムを作成する問題。
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(4)ユ ー ザ ー フ ォー ム を作 成 さ せ る 問題 。

上 記 の 出題 形 式 で解 答 さ せ る 問題 を作 る こ とに よ って,さ らに学 習 効 果 を上 げ る こ とが

可 能 と考 え て い る が,こ れ は続 篇 で検 討 す る こ とに した い。

表3VBAプ ログラム模擬問題

問題1ボ タ ン1を ク リックす るとSheet1の セル 【A5】 か ら 【E6】 が選 択 され るVBAフ ゜

ログラムを作成 しなさい。 マクロ名 は 【macro1】 に しなさい。

問題2ボ タ ン1を ク リックす る とSheet1の セル 【A10】 に 「Excel」 の文字列 が入力 され る

VBAプ ログラムを作成 しな さい。マ クロ名 は 【macro1】 に しなさい。

問題3ボ タ ン1を ク リックす る とSheet1の セル 【A15】 か ら 【C20】 のセルが赤色 で塗 りつ

ぶされるVBAプ ログラムを作成 しな さい。マ クロ名 は 【macro1】 に しなさい。

問題4Sheet1の 「月別売上高」 の合計欄8箇 所 に合計 を求 めて,完 成 させ な さい。(こ の問題

はVBAプ ログラムを利用 しません)

月別売上高

番号 支店 フ リガナ1月2月3月 合計

1東 京支店 トウキ ョウ5884063,122

2名 古屋支店 ナゴヤ14373479

3大 阪支店 オオサカ7915352,351

4福 岡支店 フクオカ6056292

合計

問題5ボ タ ン1を ク リックす ると 「フ リガナ」 を キーと して50音 順 にソー トす るVBAプ ログ

ラムを作成 しなさい。 マクロ名 は 【macro1】 に しなさい。

表4サ ンプル問題1の 解答例

SubMacro10

Range("A5:E6").Select

EndSub

今 回 の シ ス テ ム はExcelVBAを 使 った プ ロ グ ラ ム作 成 の設 問 が あ り,そ れ が 上 手 く

記 述 で き た か ど うか を コ ン ピ ュー タ に よ って 自動 採 点 す る もの とな って い る。 自動 採 点 処

理 で は,MicrosoftVisualBasic2005か らExcelの 制 御 を お こな う。Excelの 出 題 フ ァ

イ ル に は,あ らか じめ 「ボ タ ン1」 に 標 準 モ ジ ュー ル の 「Macro1」 の 実 行 が 登 録 さ れ

て お り,MicrosoftVisualBasic2005か らExcelVBAの 「Macro1」 を 実 行 す る

こ とで 解 答 チ ェ ッ クを行 って い く。 問題1の 場 合 は,「Macro1」 が実 行 され た 時 に範 囲

「"A5:E6"」 が 選 択 さ れ て お れ ば 「正 解 」,そ れ 以 外 の 範 囲 選 択 が 出 力 さ れ た 場 合 や

「Macro1」 の実 行 が エ ラ ー の場 合 は 「不 正 解 」 の表 示 と して 処 理 す る こ と にな る。 表5

に は 問題1に お け る 自動 採 点 処 理 の プ ロ グ ラム コー ドを記 載 した。 マ ク ロ名 に 「macro1」

の 名 前 を付 け て い な い 場 合 や選 択 範 囲 が抽 出 で き な い 場 合 に は エ ラ ー が 発 生 す るた め,
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「Try～Catch～EndTry」 で エ ラー 処 理 を施 して い る。 ま た,「Selection.Address」 で選

択 され た ア ドレス を取 り 出 し,そ の 値 が 「$A$5:$E$6」 とな って お れ ば,「 正 解 」 の処 理

と見 な して い る。

表5自 動採点処理 コー ド

'A1の セ レク トで初期化

Forml.book.application.range("A1").SelectO

makuromei=Forml.sheet.Shapes(1).OnAction

Try
'マクロ名を付 けていない場合エ ラー

Forml.book.Application.run(makuromei)

範 囲設定でのエ ラー

SelectArealForml.book.application.Selection.Address

Catch

hantei="不 正解"

EndTry

IfSelectArea1"$A$5:$E$6"Then

hantei="正 解"

Else

hantei="不 正解"

EndIf

MsgBox(hantei)

4.お わ り に

コ ン ピ ュー タ の処 理 能 力 の 向上 や ブ ロー ドバ ン ドネ ッ トワー クの普 及 に と もな って,パ

ソ コ ンに代 表 さ れ る情 報 機 器 の活 用 法 が大 き な変 革 を遂 げ て い る。 企 業 実 務 で業 務 を こな

す た め に は コ ン ピ ュー タ リテ ラ シー の知 識 が必 須 で あ り,さ らに高 度 な情 報 活 用 能 力 が要

求 され て い る。 効 率 的 な業 務 を 実 施 す る た め に は,Office系 ア プ リケ ー シ ョ ンの 操 作 に

終 わ る こ と な く,定 型 業 務 な ど に対 して はVBAの プ ロ グ ラ ミン グ を活 用 す る こ と が重

要 と考 え て い る。

そ こで 本 論 は,必 要 と さ れ るExcelVBAの 学 習 に対 して コ ン ピュ ー タ に よ る 自動 採

点 を搭 載 した シス テ ム 構 築 を 行 い,ExcelVBAを 学 習 す るた めの 一 提 案 を報 告 す る もの

で あ る。

今 後 の課 題 と して は,既 に述 べ た よ うに 出題 形 式 を拡 張 す る こ とが必 要 と考 え て お り,

よ り高 度 なExcelVBAの 設 問 に 対 して も コ ン ピ ュー タ に よ る 自動 採 点 機 能 が 働 くシ ス

テ ム を構 築 した い と考 え て い る。 さ らに,ネ ッ トワー ク配 下 で の学 習 進 捗 状 況 や解 答 状 況

の管 理,お よ び単 に採 点 結 果 だ け が表 示 さ れ る の で は な く,解 答 を誤 った場 合 に ど この部

分 が 間違 って い た か を示 す こ とが で き る シス テ ム構 築 を検 討 し,学 習 効 率 を上 げ る こ とが

334(334)



VBA学 習 シス テ ム の 試 作(田 中)

で き る シ ス テ ム に 成 長 さ せ た い と考 え て い る 。

注

(1)財 団法 人 日本 情 報 処 理 開発 協 会 編 「情 報 化 白書2007」86。

(2)財 団法 人 日本 情 報 処 理 開発 協 会 編 『情 報 化 白書2007」90。
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